
6306A

様仕

機 械 落径

機 械 厚 み

テ ンプ振動 数

自動 巻

カ レ ングー (日 fNl・ 曜 日・曜文 字 和 英切 換機

構 、 リュ ウ ズ回転 式 日曜修 正 装 置 、

秒 規 正装 置付 )

●豊 富 な機 能 を有 した紳士 用 腕 時計

紳士 用 腕 時計 と して の必要 な機 能 を豊 富

に備 え、 さ らに新 外装 構 造 の採 用 に よ り、

デザ イ ンバ ラエ テ ィを富 ませ た
`、
紳士 用腕

時計 です。

●信頼 性 の高 い ムー ブ メ ン ト

61系 で確 立 した高精 度 と高 い安 定性 を さ

らに追 及 した信 頼 性 の高 いムーブメン トです。

●簡 単 な操作 の 日曜修 正 装 置

日曜修 正
`ま

リュ ウ ズを回転 す るこ とに よ

り (右 回転 一 日修 正 、左 回転 一曜修 正 )簡

単 に お こな え ます。

●ア フ ター サ ー ビスが容 易 な ムー ブ メ ン ト

:新方 式 の ヒゲ外端 固定構 造 の採 用

ネ ジ の 共 通 化

部 品 点 数 の 減 少

・新 規 ア フ ター サ ー ビ ス部 linの減 少

・部 品形 状 、機 構 の単 純 化

な どに よ り、分解 組 立 を容 易 に し修 理
′
1生が

一段 と向上 しま した。

3)分 解 ・ 組 立

分解順序 ①一→①
組立順序 ①―→①
ムーブ メン トの分解組立には、61系用の機械

台が使用で きます。

27.Omm

5.2mm

21,600匡]//日寺

長特2)

い

,由》王4)

図 中で次 の記 号 は 、油 の種 類 ・量 ・注 油 箇

所 を示 します。

●種  類

0 メー ビ ス A

襲絆  メー ビ ス V

_ セ イ コー ウ オ ッチ 油 S-2

1織  セ イ コー ウ オ ッチ 油 S-6

● 注油禁止マーク
注 7由 ιま糸色対

`こ

し 7蟄 ●ヽ で くだ さ い

● ,主 7由 量

の  多め に

_ 標 準 量

の  極 く少 量

ムープメン ト表

し
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針・文 字 板・文 字 板 受 リン グ

文 字 板 受 リ ン グ

文字板受 リングは、従来の文字板受 リン

体 に して、両方の機能 を持 たせ る構造に

ケー ス組込時の操作が非常 に容 易になっ

文字板受 リングは、大 き く分 けて次 の 2

あ ります。

6306A

分解 組 立 時 の 注 意

従 来 の文 字板 受 リン グ とは 、分 解 組 立 方 法 が 多少 異 な

りま
―
す。

文 字板 受 リン グが組 み込 まれ た状 態 で
`ま

、右 図 の よ う

に 61系 用 の機 械 台 は 、文 字板 受 リン グが 当 るため 、使

用 で きませ ん の で 、次 の要領 で お こな って くだ さい。

(ワ ン ピー スケー ス、角 型 ケー ス、 グ イヤ ル リン グ付

の ケー スの場 合 は 、従 来 と同 じです の で 、 61系用 の機

械 台が使 用 で き ます。)

¨

●ケー スか らムー ブ メン トを取 り■1す際 は 、巻真 を

抜 いて ケー スを裏 返す だけ で取 り出せ ます。 文 字

板受 |リ ン グを持 ち上 げ る必要 は あ りませ ん。

●文字板 と文字板 受 リン グは一緒 に はず れ ます。 香

箱 に近 い部 分 に地板 のサ ライが あ ります の で 、図

の よ うに ピンセ ッ トを入 れて こ じる と一 緒 にはず

れ ます。

時・ 分・ 秒 針

● 針 取 付 の 際 は 清 潔 な お、き ん の 上 に ム ー ブ メ ン トを

置 い て 取 付 け て くだ さ い 。

文 字 板 受 リ ン グ 機 械 台

′
11'時 こ,■ il

● 文 字 IFR受 リ ン グ の 巻 真 溝 を 巻 真 に 合 わ せ

文 字 板

押込 んで くだ さい。

●清潔 な 3、 きんの Lに ムー ブ メン トを置 いて扱 って

くだ さい。

一 文 字 板 受
リ ン グ

● 文 字 板 受 リ ン グ の 足 ヘ

地 板 の 機 械 落 部 (上 図

,彗浸なふきん 雪?髯
=L奮
羊F入
る

グ と中枠 を ―

して あ るため 、

て い ます。

つの タイプが

劉

辟
“
■
レ
膨
Ｋ
■
‐Ｆ
」
＝
＝
尉
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
――

Lか ら

、ヽし

ふ きん

文 字 板 受 リ ン ク

当 る ナこめ 使 用 不 可
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6306A ゲ 外 端 固 定 部 及 び使 用 ネ ジ ー 覧

"

ヒ ゲ 外 端 固 定 部 の 構 造

セイコーが独 自に開発 したこの ヒゲ外端固定部は、次の特長 を持った非常に修理性の高い構造です。

①  ヒ ゲ持 ネ ジ を ゆ るめ る だ け で ヒ ゲ の 脱 着 が で き る。

②  ヒ ゲ外 端 の 形 状 を くず さず に 固 定 で き る。

③  ヒ ゲ の 水 平 度 が 安 定 して 出せ る。

ヒ ゲ 持 ネ ジ

使 用 ネ ジ ー 覧 表

6306 A oこ 用いら′しているネジは、 次の 9不重類で●。

↓

飛多   ,大 部 品番号 名 称  (共 通 関 係 ) 形   状 部 品 番 号 名 称  (共 通 関 係 )

百 022257

二 番受 ネ ジ

カ ン ヌキ押 エ ネ ジ

曹 022491 日 ノ裏 押 エ ネ ジ

曹 022160 ヒゲ持 ネ ジ

022458 回 転 錘 ネ ジ盲

022493

一 番受 ネ ジ (3本 )

テ ンフ隻 ネ ジ

022467 角 穴 ネ ジ

抒 022760

日車 押 エ ネ ジ

曜 躍 十11レ バ ー ネ ジ (3本 )

曹 022468

ア ン クル受 ネ ジ (2本 )

伝 工受 ネ ジ (3本 )

日送 車 ネ ジ 022761 文字板 止 ネ ジ (2本 )
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6306A カ レングニ機構

>組立 後 の点検
●

'「

取イ■け後 、 日曜送 |)日寺刻お よ
び金|の スレが な いか f雀 冨まして く
だ さい。

も

「

ヒ

戸
ｔ
ｈ
⑥曜

日 車 押 エ ネ ジ

レ 組 立 後 の 点 検

日送 車 ネ ジ

曜 送 ツ メ

(垂憂憂≡互≡≡雪D
● 日送 車 の ピンカラ付

図 の位 置 に な る よ

うに組込 ん で くだ

さい。

ピ ン

●針 回 し具 合 及び 日送 り具 合 を 中

日  草

日 躍 制 レ ノヾ―

①
⑫
⑬
t

⑭

① ];]〔 :

―
●切 換車 の ミゾ

をオ シ ドリの

ビ ン́に合 オ,せ

て くだ さい。

①
①
①

t
④

⑫筒 カ ナ

文 字 板 止 ネ ジ (2本 )

日 ノ 裏 草

―
●はず さず に 、

くだ さい。

③

文 字 板

に分解組立時の注意⊃
● 2ペー ジのえiiき を参 員(1し て くだ
さい。

/睾 が 、

｀

:

毛二詩 ●注言l

貯型針①
● 2ペ ー ジ の 注 意 を 参 照 し て くだ

さ い 。

/c≦』1:[車
押工⑤

●曜車押 工 まで組 み ま した ら、 H
車 、日F車の修 正具 合 を点検 して

くだ さい。

● ドラ イバー で コジ

上 げ てはず して く

だ さい。

。今4   r″

―

〕

● ビンセ ントで _Lか

らオ甲し込 /で く′事

さい。

面 を取 って あ る方

が下 に な ります。

車

¨
● 曜 躍 制 レ バ ー ⑩ と 曜 車 の 歯 車 を

か み 合 わ せ て くだ さ い 。

/

RI
8)凩

I:i:ネ

ジ (3本 )t//

⑩

日送 車
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動 巻 機 構・脱 進・調 速 機 構

回 転 鍾 ネ ジ

④

④マンノク~
オ甲工本反

(分解時の注意D
● 三 角 印 の 示 す 部 分 を 持 ち 上 げ て

① 、② の 川貞序 で は ず し て くだ さ

上ヽ 望 壺 )
● ピ ン セ ン トで 上 か ら 押 し込 ん て

>組 立 後 の 点 検
●回転錘 の ス レが な 。ヽか 、 また 自
動 巻機 構 が正 し く作 動 して い る

か を点検 して くだ さい。

回 車云釜垂

伝 工 受 ネ ジ (3本 )

―
●マ ジ ッ クレバー〇 、押 工板② が
―子た
`こ

はず れ ます。

●伝 工車 が とびや す いの で注 意 し

て くだ さい。

申 )
● 伝 工 車 を 先 に 一 番 受 に 組 み 、 伝

工 受 を 正 し い 位 置 に 置 き 、 マ ジ

ッ ク レ バ ー の ツ メ を 下 図 の よ う

に 逃 が し な が ら 、 伝 工 車 の 歯 に

か み 合 わ せ て くだ さ い 。

f云工受

②

④

④

ン の 頭 に 油 が の らな い

テ ン プ 受 ネ ジ

テンプ受

貴
ヒ ゲ 持 ネ ジ

(菫)ダ
イ

①

⑫

①
(分解時の注意 )

● ヒゲ持 ネ ジを

ヒゲ をはず し

テンプ

2日程 度 ゆ るめ て
て くスビさい。

―
●ゼ ンマ イをゆ るめ てか らはず

て くだ さい。

アン勿レ受ネス2～①

ア ン ク ル 受

―● ヒゲ外端 を下 図の よ うに ヒゲ持
受 の側面 の位 置 まで差 し込 み 、

ヒゲ持 ネジ を締 め て固定 します。

①

①

ヒゲ持受 側面 の位

置 まで合 わせ ます。
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●

ｒ

日

―

―

田

薔

臓

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

１１
．
＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

Ｌ

雨

明

調

ヨ

●

燿

ハ

レ

じ

Ｋ

Ｄ

Ｆ

①

①
①

①

方 ン ギ 草

香箱車
(E)

（じ

①

⑩

⑩奉車

6306A

角 穴 ネ ジ

①

角 穴 車

(I)

一 番 受

①

ンヽゼ⑫
●一番受① を組む前にコノヽゼの先
端 を 地 板 の 矢 印 部 へ 引 っ か け て

くだ さ い 。 一 番 受 の 組 込 み が 容

易 に な り ま す 。

―
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6306A 切換機構

旱
~~~=~~~ンヌ帯甲エネジ①

カンヌキ押工
(:)

カンヌキ
①

オシ日①

(オ シ ド リ レバ ー )

● ワ ン ピ ー ス ケ ー ス 、 角 ■Чケ ー ス

の 場 合 に の み 、 つ い て い ま す 。

オシ日ピン①

巻真①

①ダ|ヤシーンク
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F
|

6306A 切換機構

リュ ウズ 1段 日 (フ リー )

ツヅ ミ車 と小鉄 車 が か み合 っ て い な い ため 、 リュ ウ ズ

を回 して も、 力がイ云達 され ませ ん。

リ ュ ウ ズ 2段 目 (日・ 曜 修 正 )

① 右 回転 → 日修正

リュウズを右 回転 (時計方向 )させ ると、修正車が 日車側

|こ 揺動 し、 日車 とかみ合 って 日修正がおこなわオ■ます。

力の伝達 は、ヒリュウ至」
→  ツヅ ミ車 →  小鉄車

→  小鉄伝 工車 →  修正車 →  日車  となります。

② 左 回転 → 曜修正

リュウズを左回転 (反時計方向 )させ ると、修正車が曜車

側 に 1署重りし、 日葎イ多正イ云工耳ことかみ4)っ て日窪1多正が主,こ

なわれ ます。

力の伝達は、
「
リュウズ¬→ ツヅミ車 → 小然車

→
中

→
匹 ≡ ∃

→ 翼 薇 轟 ≡
司

→

国 とな ります。

リ ュ ウ ズ 3段 目 (針合 わ せ )

オシ ドリの作動 に よ り、切 換車が 日ノ裏車側 に揺動 し、

/Jヽ鉄イ云工車が 日ノ裏車 とかみ合 って針合 わせがお こな

われ ます。

同時に切 換車 の動 きが揺動規制 レバーに伝 え られ、切

換車 と揺動規制 レバーに よ り、 1多正車ιま日二其と日程1多正

伝 工車の どち らともかみ合 わない位 置にな ります。

喩

(曜曇/
/

(曜修 正 伝 工 車 )

O
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